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お知らせ
ホームページや広報いばらき11月号でもご案内しているとおり、新型コロナウイルス感染症の影響により、
排出を控えていただいていた古布の回収について、リサイクル事業が回復したことより、通常どおりの収集を
９月末から再開しています。ご家庭での保管にご協力いただき、ありがとうございました。
なお、保管されていた古布が多量の場合は、複数回に分けてお出しいただきますようお願いします。

紹 介

本市ＨＰでも掲載しています！

ＨＰ掲載場所の
ＱＲコード

ホーム画面の左上のアイコンから
「ＭＥＮＵ」を呼び出す

拠点回収のボックス設置ＭＡＰ

「資源物とごみの分け方と出し方リーフレット」の
外国語版 の掲載

資源物とごみの分別・排出
方法を記載した「資源物とご
みの分け方と出し方リーフ
レット（保存版）」の外国語
版を掲載しています。英語・
中国語・韓国語の3か国の
言語を選択できるようになっ

ていますので、本市にお住まいの外国人の皆さまはご活用く
ださい。

小型家電・水銀使用製品回収ボッ
クスと牛乳パック・古紙回収ボックス
の設置場所をマップで確認できる機
能を追加しました。
設置場所の地域を選択すると、詳
細施設が表示されるほか、現在地か
ら近くの設置場所を検索できます。

【掲載場所】
ホーム＞ くらし＞ ごみ・し尿・環
境＞ ごみ＞ 家庭ごみの分け方・
出し方 ＞ 資源物とごみの分け方
と出し方リーフレット（外国語版）

【現在地から探す】で牛乳パック・
古紙回収ボックスを検索するとこの
ようなＭＡＰが表示されます

Ｎｅｗ！

Ｎｅｗ！

「茨ごみプリ」の
ダウンロードは…

Android用iPhone用

小型家電・水銀使用製品
回収ボックス設置ＭＡＰ

牛乳パック・古紙回収
ボックス設置ＭＡＰ

Korean

Ｍultilingual

English

Chinese

無 料

ごみ分別辞典等の既存の機能に加えて、新しい機能を追加しましたので、ぜひご利用ください。



報 告

ご み ・ 資 源 物 の 発 生 量 と 最 終 処 分 量

ご み の 組 成 分 析 （湿ベース・平均値）

市民１人１日あたりの家庭系ごみ排出量 （単位：ｇ ） 事業系ごみ排出量 （単位：ｔ ）

資源物回収量 （単位：ｔ ) 最終処分量 （単位：ｔ ) 

447

※H30年度は災害ごみを除く ※H30年度は災害ごみを除く

11,582
5,571

※資源物回収量は、市収集分と民間回収分（集団回収+
小型家電の宅配回収も含む）の合計です。

紙類

34.8%

布類 5.0%

合成樹脂 等 31.8%

厨芥類 24.3%

不燃物類 2.2% その他 1.9%

（合成樹脂/ビニール/ゴム/皮革）

47,800

家庭系ごみと事業系ごみの排出量は、前年度と比較す
ると増加しており、一方で資源物の回収量と最終処分量
については、前年度よりも減少しています。また、ごみの組
成分析の結果、昨年度の家庭から排出されたごみの
39.8%が資源として有効に利用できる紙類、布類でした。
この結果から、「混ぜればごみ、分ければ資源」と言われ
るように、ごみの分別により一層取り組み、資源物を資源
として適切に回収することが、ごみの減量につながります。
ごみの減量、再資源化に向け、更なるご協力をお願いい
たします！

廃棄物減量等推進員の皆さまには、地域住民の皆さんに対する啓発や地域での
自主的な減量・リサイクル活動の実施に日々ご協力をいただいております。今回は、
地域のごみ問題に合わせた独自のプリントを作成し、分別の周知に取り組まれて
いる事例をご紹介します。
この自治会では、市では収集・処理できないごみや資源物が混合している袋が
誤って出され、収集されずに取り残されていることが問題になっていました。そのた
め、この問題に関係した内容のみを取り上げ、分別・排出方法を周知するプリント
を作成し、自治会内で全戸配布されました。また、合わせて集積場所に資源物分類
表示板を設置したり、収集日に集積場所で直接声掛けを行ったりすることで、以前
よりも取り置きされたごみが随分減ったそうです。

減量推進員さんの 取組事例
～地域のごみ問題に合わせたプリント配布～

紹介

【プリントには実際に収集されなかった資源物等の写真も掲載されている】→

ごみを減らすために地域で取り組んでいるごみ減量・リサイクル活動や、普段の生活に取り入れているアイデアなど、皆さんにぜひ伝えたい、
知ってもらいたいことなどを減量推進員ニュースでご紹介します。皆さんの参考になる取組をされている方は、ぜひ情報提供をお願いします。


